
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

9
ヶ
所
）
へ
、
郵
送
で
申
し

込
み
を
す
る
。

【
提
出
書
類
】
計
量
士
国
家

試
験
受
験
願
書
（
試
験
科
目

の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
既
に
合
格
し
た
計
量

士
区
分
の
合
格
証
書
の
写
し

を
受
験
願
書
裏
面
に
貼
付
）

【
受
験
願
書
配
布
】　
月
2

10

日
俄
〜
　
月
　
日
峨
、土
曜
・

10

31

日
曜
・
祝
日
を
除
く
9
時
　30

分
か
ら
　
時
ま
で
、
各
経
済

17

産
業
局
担
当
課
（
全
国
9
カ

所
）
に
お
い
て
配
布
。
郵
送

を
希
望
す
る
場
合
、
1
4
0

円
切
手（
2
部
は
2
0
0
円
、

3
部
は
2
4
0
円
、
4
部
か

ら
8
部
は
3
9
0
円
切
手
）

を
貼
り
、
宛
名
及
び
希
望
部

数
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

（
角
形
2
号
、
Ａ
4
版
が
入

る
大
き
さ
）
を
同
封
し
、
請

求
用
封
書
の
表
に
「
計
量
士

／
願
書
○
部
希
望
」
と
明
記

の
こ
と
。（
1
回
に
つ
き
8
部

ま
で
）

【
合
格
発
表
】　
年
5
月
末

07

頃（
予
定
）。
合
格
者
の
受
験

番
号
を
官
報
、
及
び
経
済
産

業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

）
に
掲
載
し
、
合
格

証
を
郵
送
す
る
。
不
合
格
者

に
は
特
に
通
知
し
な
い
。
試

験
の
合
否
結
果
の
照
会
に

は
、
一
切
応
じ
な
い
。

【
受
験
資
格
】
特
に
制
限
は

な
く
、誰
で
も
受
験
で
き
る
。

（
受
験
願
書
の
配
布
、
受
付

先
は
隠
面
に
掲
載
）

　
経
済
産
業
省
は
、
第
　
回
57

計
量
士
国
家
試
験
の
試
験
案

内
を
告
示
し
た
。
今
年
度
は

2
0
0
7
年
3
月
4
日
蚊
に

実
施
す
る
。
試
験
地
は
、
札

幌
市
、
仙
台
市
、
東
京
都
、

名
古
屋
市
、
大
阪
府
、
広
島

市
、
高
松
市
、
福
岡
市
、
那

覇
市
の
9
カ
所
。

　
計
量
士
は
計
量
法
第
1
2

2
条
に
規
定
さ
れ
た
、
計
量

器
の
検
査
そ
の
他
の
計
量
管

　
日
本
電
気
計
器
検
定
所

（
日
電
検
、
大
野
秘
夫
理
事

長
）
は
9
月
6
日
、「
J
E
M

I
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0

6
」
を
東
京
都
品
川

区
の
き
ゅ
り
あ
ん
1

階
小
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
最
近
の
メ
ー
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
動

向
」
と
題
し
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
メ
ー
タ

等
の
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
、

メ
ー
カ
ー
、
ユ
ー
ザ
ー
、
研

究
者
が
講
演
し
、
そ
の
現
況

や
今
後
の
展
開
を
紹
介
し

た
。
当
日
は
2
0
0
名
を
超

え
る
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。 

　
講
演
に
先
立
ち
、
大
野
理

事
長
が
挨
拶
し
た
。
日
電
検

の
業
務
は
、
電
気
計
器
の
検

定
・
検
査
や
標
準
供
給
の
ほ

か
に
、
電
気
取
引
の
適
正
な

実
施
を
広
く
社
会
に
伝
え
る

広
報
の
役
目
も
、
大
事
な
柱

で
あ
る
と
考
え
る
。
計
量
法

見
直
し
が
進
ん
で
い
る
が
、

電
気
計
器
の
検
定
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い
き

た
い
。
国
の
科
学
技
術
基
本

計
画
に
知
的
基
盤
の
充
実
が

謳
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対

し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
、

と
日
電
検
の
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
今
回
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
大
手
メ
ー
カ
ー
「
エ
ネ
ル

メ
ッ
ト
社
」
で
渉
外
部
長
を

務
め
る
サ
ロ
氏
が
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
た
め
に
来
日

し
た
。
I
E
C
（
国
際
電
気

標
準
会
議
）
T
C
　
（
電
力

13

量
計
専
門
部
会
）
の
国
内
委

員
長
で
、
電
気
計
器
に
携

わ
っ
て
　
年
の
サ
ロ
氏
が
、

30

E
U
圏
内
で
も
と
く
に
電
気

の
自
由
化
が
進
ん
で
い
る
北

欧
の
メ
ー
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
現
況
を
紹
介

し
た
。
ま
た
、
M
I
D
（
欧

州
計
量
器
指
令
）
施
行
を
来

月
に
控
え
、
M
I
D
に
適
合

さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
や
、

技
術
基
準
の
線
引
き
を
ど
こ

で
設
け
る
か
、
と
い
っ
た
制

度
の
問
題
点
を
説
明
し
た
。 

　
東
京
電
力
㈱
の
青
木
徹
氏

は
、「
電
力
会
社
に
お
け
る
電

2007年3月4日、全国9カ所で実施

理
を
的
確
に
行
う
た
め
に
必

要
な
知
識
経
験
を
有
す
る
者

と
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
よ

り
登
録
さ
れ
た
者
。
主
な
職

務
に
、特
定
計
量
器
の
検
査
、

定
期
検
査
の
代
検
査
な
ど
が

あ
る
。

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

が
ま
と
め
た
報
告
書
案
に

は
、
地
方
自
治
体
が
行
う
立

入
検
査
に
お
い
て
も
計
量
士

を
活
用
す
る
案
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
民
間
開
放
へ
向

か
う
政
府
改
革
案
の
中
で

も
、
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。 

受
験
概
要

【
試
験
の
区
分
】
▽
環
境
計

量
士
（
濃
度
関
係
）
▽
環
境

計
量
士
（
騒
音
・
振
動
関
係
）

（1） 2006年（平成 18年）9月10日（日）第 2644 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

第
　
回
計
量
士
国
家
試
験
、J
E
M
I
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6
開
催
 陰
面

57
「
2
0
0
6
分
析
展
」
盛
況
、
計
工
連
研
究
会
、
J
Q
A
校
正
業
務
移
管
、
ほ
か
 隠
面

日
電
検
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
開
始
、J
I
M
T
O
F
2
0
0
6
今
秋
開
催
、ほ
か
   
韻
面

寄
稿
・
横
須
賀
健
治
氏
、
穂
坂
光
司
氏
　
　
　
　
　
  吋
面

寄
稿
・
黒
須
茂
氏
、
第
　
回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
報
告
桓
   右
面

14

資
料
・
計
量
標
準
の
供
給
開
始
と
校
正
範
囲
の
拡
大
歓
 宇
面

寄
稿
・
齊
藤
勝
夫
氏
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
、
社
説
  烏
面

新
製
品
A
&
D
・
イ
シ
ダ
、
大
場
計
器
が
大
田
ブ
ラ
ン
ド
、
ほ
か
　
羽
面

　
第
　
回
計
量
士
国
家
試
験
が
、
2
0
0
7
年
3
月
4
日

57

蚊
に
全
国
9
カ
所
で
実
施
さ
れ
る
。　
月
　
日
俄
か
ら
　

10

16

10

月
　
日
峨
ま
で
出
願
を
受
け
付
け
る
。
受
験
希
望
者
は
、

31
希
望
試
験
地
の
各
経
済
産
業
局
担
当
課
へ
、
願
書
を
郵
送

す
る
。
昨
年
度
の
合
格
者
は
、
一
般
計
量
士
2
4
9
名

（
合
格
率
　
・
8
%
）、
環
境
計
量
士
（
濃
度
関
係
）
5
9

25

0
名
（
同
　
・
0
%
）、
環
境
計
量
士
（
騒
音
・
振
動
関

12

係
）
2
0
6
名
（
同
　
・
5
%
）
と
な
っ
て
い
る
。
経
済

15

産
業
省
が
主
導
す
る
計
量
制
度
の
見
直
し
過
程
で
も
、
計

量
士
の
活
用
が
方
向
性
に
う
た
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
社

会
の
重
要
な
役
目
を
担
う
国
家
資
格
で
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
電
気
計
器
検
定
所

J
E
M
I
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ロ
氏
が
M
I
D
の
現
況
伝
え
る

▽
一
般
計
量
士

【
願
書
受
付
期
間
】　
月
　

10

16

日
俄
〜
　
月
　
日
峨
（
郵
送

10

31

の
み
、
当
日
消
印
有
効
）

【
受
験
手
数
料
】
い
ず
れ
の

区
分
も
受
験
手
数
料
と
し

て
、
8
5
0
0
円
の
収
入
印

紙
を
受
験
願
書
に
貼
付
す

る
。（
受
験
票
送
付
の
た
め
、

必
ず
　
円
切
手
を
受
験
願
書

50

の
所
定
の
場
所
に
貼
付
）

【
受
験
願
書
受
付
先
】
受
験

を
希
望
す
る
試
験
地
の
各
経

済
産
業
局
担
当
課
（
全
国

計
量
行
政
の
重
要
な
担
い
手

子
式
電
力
量
計
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
電
力
量
料
金
の
単
価
は
長

く
一
律
だ
っ
た
が
、
1
9
9

0
年
代
か
ら
、
顧
客
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
料
金
メ
ニ
ュ
ー

を
始
め
た
。
よ
り
多
様
化
、

細
分
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
変

遷
と
合
わ
せ
て
進
化
す
る
電

子
式
電
気
メ
ー
タ
ー
の
、
機

能
向
上
や
適
用
対
象
の
拡
大

を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
の
進
展
で
普
及
が
見
込
ま

れ
る
、自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
、

接
続
供
給
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

も
紹
介
し
た
。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）


